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【論文内容の要旨】 
【論文要旨】本論文は色選好性という心理学的現象について、その生成機序を心理学的かつ脳機

能的実験アプローチにより探求した研究成果の報告である。色選好性に関する先行研究は、その心

理学現象自体の行動学的記述、または、現象を説明する初期視覚情報処理過程を提案するものがほ

とんどであり、色選好性を生起させる初期視覚情報処理過程から高次情報処理過程までの生成機序

に関する科学的根拠について十分探求されていない。そこで、本研究は、その探求の試みとして、

心理学的実験、脳機能的アプローチにより一つの色選好性生成機序モデルを提案している。以下、

論文の構成とその概要を示す。 

第１章（Chapter 1 General Introduction）では、先行研究に基づいた背景と位置付け、並びに

本研究の目的が述べられている。 

先行研究では、選好性と感情の関係、選好性に関わる初期視覚情報処理過程について、選好性へ

の環境情報の寄与、記憶過程を含めた、高次情報処理過程に関する研究報告を紹介して、近年の色

選好性についての主要な動向を説明している。 

これらに基づいて、研究の位置付け、並びに研究目的について述べている。 

第２章（Chapter 2 Mere Exposure and Color Preference）では色選好性生成機序を明らかにす

る心理学的実験の報告であり、初期視覚情報処理過程が選択的に色選好のための情報を生成してい

ることを実験的に示している。 

実験1では環境依存、または順応により獲得された記憶に基づいた自然物の色の尤度性を評価し、

実験 2では均等色空間上における色の選好度を評価し、初期視覚情報処理過程である反対色機序が

選好性情報を生成している計算モデルを提案している。これら２つの実験結果から、人の色選好性

機序には環境への順応の結果として得られる r／g 反対色機序で符号化される色情報が大きく寄与

している可能性を示唆した。 

第３章（Chapter 3 Electroencephalogram Study of Color Appreciation）では色選好性に高い

相関のある大脳皮質の活動領域を脳波計測により示した実験結果の報告である。 

色光に対する選好性評価時の脳波を計測し、選好性評価と大脳領野における脳波スペクトルの帯



域との関係を調べ、高選好性と前頭野でのθ波には高い相関があることを実験的に示した。これは

第２章で示された初期視覚情報処理過程において生成された色選好性の基礎情報が、前頭野におい

て高次情報（環境への順応の結果としての記憶情報）と統合されて色選好という行動を生起させて

いる脳機能的示唆を示している。 

第４章（Chapter 4 General Discussion）では実験結果に基づいた考察として提案する色選好性

生成機序について述べ、今後の研究の発展について説明されている。 

記憶色と色選好性には高い関係性が明らかとなったことから、高次情報処理過程において環境依

存的に生起、保持される記憶情報、すなわち、自然物のような知覚的体験が高頻度である色に対し

て選好性が高いことを示唆している。このように初期視覚情報処理過程から高次情報処理過程へと

つながる色選好性生成機序を提案している。 

これらの考察をもとに結論として色選好性機序について以下の３つの示唆を述べている。 

１．色選好性評価は感性的過程である。初期視覚情報処理過程における２次元均等色空間におけ

る反対色情報が、色選好性を決定する高次認知情報と統合される。特に赤―緑反対色信号が

選択的に単純反復経験により誘導される好意的感情と統合される。 

２．非選好的な色の評価は異なった過程であり、好意的感情が生起されない場合は、その評価に

色の記憶のみを用いる 

３．単純接触効果は“赤”から“緑”の食物色に対して観察されたことから、色選好性は環境順

応的であり、長期間進化により発達、獲得されたことが示唆される。 

また、最後に今後の発展的研究、特に本論文では検討されていない初期視覚情報処理過程につい

て言及している。 

 

【論文の意義】一般に対象に対する選好性という心理的現象は、知覚的に具体的な対象に対して生

起されるが、抽象的知覚対象である色自体に対する選好性と、その機序については、これまで十分

検討されていない。また、色選好性の主要な先行研究のほとんどは選好という心理現象自体の行動

学的結果とその文脈についての説明であり、生成機序の科学的解明が不十分であった。本論文では

抽象的知覚対象である色自体に対する選好性を生起する機序を科学的に解明する試みの一つであ

り、当該分野における新しい論理的基盤を提案している。このように本論文が当該分野の研究進展

に寄与することから、その意義は大きい。 

 

【論文審査の結果の要旨】 
学位論文、公聴会、最終口頭試問について審査した結果、主査、副査全員より博士（人間科学）

の学位に相応しいと判断された。 

 

以下、公聴会、最終口頭試問において審査された内容について、その要旨を記す。なお、すべて

の審査は英語により行われた。 

 

 本学位論文で述べられている研究の目的とその結論について、改めて簡潔明瞭に説明するよ

う質問があり、学位申請者よりそれぞれについて説明がなされた。 

 複数の審査員より本学位論文において色選好性機序に大きく関与している選択的に選ばれ

る色の記憶情報の生成に「単純接触効果」が関係しているとの説明について以下の質問があ

った。 



この「単純接触効果」という専門用語は心理学的には特定の意味を持っており、本論文では

「繰り返し体験して得られる好意」の解釈を「進化的長期にわたり選択的に繰り返し得られ

た経験による好意」のように広義に用いている。この点に関して、その理解について質問が

あり、学位申請者の考えている説について説明があった。 

 実験結果の一つの解釈として、「単純接触効果」は有り得るが、他の可能性について質問があ

り、学位申請者からは「単純接触効果」が複数の選択肢のうち最も可能性があると考えてい

る一方で、他の説明も可能であるとの説明があった。 

また、この説を直接的に説明する実験があるとなお良かったとのコメントがあった。 

 

 選好性を説明する計算モデルについて、そのモデルの改善についてコメントがあった。 

 

 心理学実験と生体計測（脳波）の実験結果との関係で、提案された色選好性メカニズムの概

念モデルについて、質問があった。 

提案モデルでは色覚の低次メカニズムと認知メカニズムの統合が必要であると述べている

が、他のモデル（低次メカニズムだけのモデル）でも説明可能でないかとの質問に対して提

案メカニズムの妥当性が説明された。 

 

以上、すべての質疑応答が終了した後、判定会議を審査委員一同で行ない、全員一致で合格と判

定した。 

論文で述べられている個々の研究内容については国際専門誌に掲載される学術的水準に到達し

ていると言える一方で、これらの研究を一つの学位論文として総合的かつ統合的に俯瞰して記述す

る技量については発展の余地がある。学位取得後、独立した研究者として活動を行うための力量の

向上が期待されるとのコメントがあった。 

 


